
研究試論 

新野町を終の 
住み処にするために 

 つい  

 か 

移住者連絡会(仮称) 

村におなじ気心を持つ者が点住して、 
その村を永続できるようにする方法があるだろうか？ 



●各人の新野町での取り組みを共有する 
●何かやるときの協力者をつのる場にする 
●生活のテーマを支援隊とやりとりする母体 
●悩みを共有して挫折や歯こぼれを防止する 
●先輩として新規の移住者の相談に乗れる互助組織にする 

（1）仲間づくり 

『移住者連絡会(仮称)』とゆうものをつくる 

田舎はただでさえ不便だし、行政商業サービスが希薄なので、
『待ち』でいては交流が深まりません。おなじ問題意識と境遇を共
にする者同士で連絡会をつくって交流しましょう。 

※最初は車座でいいとおもう。形式張る必要はまったくない。
(ゆえに、会合ペースや会則などは適宜詰めていけばよい) 

日々の交流活動 

●学校単位でのエコイベントなどにとりくむ。 
●ＰＴＡでおなじ学年学校の親御さんと知り合うととてもいい。 
●農家の手伝い。 



●町民は外貨獲得のための活性化を色々試行してきた。 
●外貨獲得のキーワードは『付加価値づけ』である。 
●社会経済が成長軌道のときは、商品の『付加価値』が勝負だった。 
●新野町の物産に高い『付加価値』の産品がなかった。 
    (参考/タケノコ) 

（2）農業を通した外貨の獲得は可能か？ 

これまで 

●首都圏在住者の目から新野を見て、何を売りにできるか発掘する。 
●土地や資本を投下せず、農家との協力関係で着手できることは何か？ 
●新野の農と、首都圏のニーズを結びつけるIT利用の方法は？ 
●これから求められるのは『付加価値』ではなく、 
 『本物価値』ではないのか？ 
 

これから 移住者のための基幹産業としてどんな農産品があるか？ 

付加価値の時代 

本物価値の時代 



●竹の子/新野町には竹林が多い。 
 
しかし・・・ 
★竹の子の生産量は激減している。 
・今、掘っているのはみんな６０代。 
若い人はやっていない 
・重労働だし、年寄ったらできる仕事ではない 

 

 
★竹の子の缶詰など特産商品の開発あり。
(加工食品・通年化) 
 
⇒竹細工手工芸もあったが、生活雑貨のプラス
チック化や、職人の高齢化や、中国からの激安
商品に押され途絶 
 
→逆に言えば、芸大の卒業生など竹を工芸家と
して扱いたい人を一本釣りして誘致する？ 
 

（2）農業を通した外貨の獲得は可能か？ 

特産品をもとにした高付加価値商品づくりは可能か？ 

●タケノコ 

平成６年には１
５億３５０００万
余りだったのが、 

おととし平成１５
年には３億３００
０万円、 

わずか１０年で
５分の１にまで
落ち込 み。 

●竹材 

昭和５０年には
１億７０００万円
あったのが今は
１０分の１以下
のわずか１２００
万円。 
 

付加価値の時代 



●阿南竹炭生産組合・組合長の岡
川雄洋さん 
年間に１２トンの竹炭を生産 
(年間で５０００本程度の竹 ) 

ここ数年は値段の安い中国産におされ
気味 
 

 
 
●大西和男社長 (阿南市福井町) 

（2）農業を通した外貨の獲得は可能か？ 

平成７年に同じ竹
材業者やタケノコ
農家５人で竹炭を
生産する組合を発
足 

筒状の巨大な機械  
この中に青竹を入れ、高温と高圧で蒸すことで竹の繊維を取り出す 
・繊維は臭いを吸着する効果があり老人特有の臭いを吸収する 
・将来的には介護用品にも 

・この竹から取り出した繊維はメーカーに持ち込まれ、一部が商品化
されていますが、本格的な開発はこれから 
・綿と繊維を混ぜてて出来たフトンの綿、ベッドのマット用シート。 
靴の中敷など。 
 

阿南竹炭生産組合 〒779-1620 徳島県阿南市福井町袴７ 0884-34-2348 

岡川竹材店 〒779-1510 徳島県阿南市新野町片山７７－１ 0884-36-2162 

現状では竹の商品化の展望は苦しい 

付加価値の時代 



（2）竹炭を使った参考事例 

新野さんは20年前に独自で開発した竹炭をもって世の中を浄化するための
世直し仕事をしているお方。 
18年前に新野さんが創った竹炭を波動で測定 してもらったところ、100点満
点中、免疫回復に89点、放射線除去に72点と測定されたとのこと。以来、公
にはされていないけれど、政府が水道水などか ら放射線を除去するための
方策としては竹炭が用いられ基準値は72と公式資料に載っているそうだ。 
 
で、新野さん、昨年の3月12日には中国電力に竹炭を使って福島原発事故

に対する災害対策をしましょうとの提案レポートをすぐさま持っていったそう
だ。 

それを無視されたので、独自に竹炭ネットワークに呼びかけ、自分で創った
竹炭と全国で仲間が創った竹炭を持って自費で竹炭を配りに福島県に来て
いるのだという。 

ちなみに、新野さんは山口県宇部市から車を運転して来たのである。もちろ
ん一人ではしんどいので若い助手を連れてのことだけど、その助手役の東
くんは、さらになんと、鹿児島県から来ている。 
 
みなさん。こうして心ある、行動している人たちがいるんですよ。 
新野さんは自ら創った竹炭を小さく小分けにして竹炭のお守りとして2万個

以上も無償で被災地の人たちに手渡しして歩いているのです。その費用、
自腹で500万円以上。そんなお金を使って、さらには自ら完全ボランティアで
遠い山口県から福島県に来ているのです。 
今回の福島県入りは、実に6回目だそうです。 

山口県の新野さん(元電力会社社員)の場合 

http://ameblo.jp/gogo-pro/entry-11180038375.html 

http://www.takesumi.org/11_profile/index.shtml 

竹炭の科学分析や応用など産・官・学連動の取り組みが必要 

付加価値の時代 



神山町という徳島市内から山に少し入った町に、たくさんの移住者がいる
という。自然アート関係のイベントお祭りを企画してやったり芸術家や音楽
家や陶芸家がたくさんあつまってコミューンのような感じ？そんな気配さえ
ただよっている。 
 

地元民との交流があるのか、ミゾはできていないのか、農を基本として定
住してるようなひとはいるのか？ 

（2）芸術という付加価値の町づくりは可能か？ 

しだれ桜の花が満開を迎えた四月中旬、一人の女性が神山町を訪
れた。米カリフォルニア州バークリー市に住む、画家の石原けいこさ
ん。日本での活動拠点を求め、町内を五日間見て回った。 
 

 東京・国立市出身。アメリカ人の建築家デイヴィッド・ギルさん（３９）
と結婚し、渡米して十八年になる。バークリーと日本を行き来する二
地域居住を考え始め、日本で探し当てた候補地の一つが神山町だっ
た。 
 

 「アーティストが求めているのは、自分たちが創作できる場所と空間。
夫は『東京でいると病気になる』って言うし、東京以外で住める空間を
探し始めたんです」 
 
 

【写真説明】神山町を自転車で散策
する石原さん。移住希望者が増え
つつある＝同町神領の道の駅 

詳しくは 
http://www.topics.or.jp/special/122545430345.html 

参考/神山町の場合 

付加価値の時代 



（2）参考/神山町の場合 

 自転車にまたがり、山里の空気を楽しむように町の散策を始めた石原さんの後を追った。町づくりに携わ
る大南信也さん（５５）＝神領、建設業＝の案内で、昭和初期に建てられた劇場「寄井座」や空き古民家を見
て回る。小高い山の上にある農村舞台にも足を運んだ。 
 

 「川沿いに山が迫り、『これぞ日本の風景』って感じ。古い建物とか日本のいいものも大事にとってあります
ね」。見知らぬ町を訪れ、石原さんはそんな印象を持った。 
 

 神山町の名前を知ったのは偶然に近い。昨年、国立市の実家に一時帰国していた石原さんは、東京・西
荻窪のギャラリーでトルコの女性芸術家に出会う。そこで「これから神山に行くの」と伝えられたことが、神山
を知るきっかけになった。 
 

 神山の名を知らせた女性は、一九九九年度から始まった芸術家招致事業「神山アーティスト・イン・レジデ
ンス（ＫＡＩＲ）」の二〇〇七年度招待作家だった。石原さんは、バークリーに戻ってからインターネットで「神
山」を検索、その活動を知ることになる。 
 

 ＫＡＩＲには、〇七年度までの九年間に計六百八十人が応募し、国内外の芸術家二十九人が招待された。
活動情報がネットで発信され始めた〇三年度からは応募者が急増。「神山」の名を国内外に広める上で、
ネットは強力な武器になった。 
 

 「情報を発信すれば逆に情報が集まる」。地域づくりに取り組む人が決まって口にする言葉だ。ＫＡＩＲの実
行委員会会長を第一回から七年務めた森昌（まさ）槻（き）さん（６０）＝神領、キャンプ場経営＝は言う。 
 

 「招待作家には二カ月間の滞在中にアート作品を残してもらうことはもちろん、地域の人との交流も条件に
している。ＫＡＩＲ事業だけでなく、神山にはいろんな経験をした人に入ってきてほしい。町が一つの考え方に
固まるのではなく、異なる文化に触発された方が地域も元気になる」 
 

 バークリーとの二地域居住を模索する石原さんは、神山滞在中、神領に住む天野洋一さん（４６）、恭子さ
ん（３９）夫妻の自宅に身を寄せた。天野夫妻も〇二年から神山町にやってきた移住組。寝食を共にしなが
ら連日、深夜まで語り合った。 
 

 「期待以上だった」。石原さんは、そんな言葉を残して神山町を後にした。九月には町を再び訪れる。今度
は夫のデイヴィッドさんと一緒に。 

付加価値の時代 



（2）参考/神山町の場合 

神山町移住交流支
援センター 
NPO法人グリーンバレーが神山町移
住交流支援センターの委託を受け
て古民家のマッチング、そして、新
住民と昔からの住民の軋轢が生じ
ないよう”おせっかい”をやいている。 
 

神山塾 
緊急雇用対策事業 の助成で、NPO
法人グリーンバレーの職員や神山の
町民が講師を勤める。塾生は、半
年間、神山で美味しい空気を吸って、
素敵な人と触れあう。 
 

芸術家の町として 
売り出し 
過疎を停めた。 

http://blog.livedoor.jp/sekainotakachan/archives/67501395.html 

http://www.in-kamiyama.jp/ 

行政補助金を活用する魅力ある付加価値事業の発掘が課題 

付加価値の時代 

http://www.in-kamiyama.jp/
http://www.in-kamiyama.jp/
http://www.in-kamiyama.jp/


生見・内妻あたりの太平洋海岸に、たくさん移住者がいる。サーファーです。かれら
が民宿をひらいたりサーフショップ（ボードを自作して売る）したりして儲けにはならん
が自活していた。(生見サーフビーチでは年間10万人のサ－フィン客が集まり、平成
10年には世界大会が開催されるなど全国的に知られるようになりました。)これは、

趣味が生業となり、富の利得より、海と趣味を選んだという生き方で、それはそれで
定住のあり方といえるが・・・・。 

（2）サーフィンという付加価値の町 
      参考/東洋町の場合 

 

Ｑ.高知県での人付き合いはどうでしたか？  
 

人はすごく良いですが、どこの県でも輪に入るまでは大変だと思いま
す。 

サーファー達は自分たちが波乗りしている地域でのルールを荒らされ
るたりするのを嫌がります。 
 
僕の場合は当時18歳と若い事もあってか、ルールをきちんと守り礼儀
正しくしていれば、すんなり受け入れ可愛がってもらえました。 
 

まず、海へ行くと、全く知らない人にでも「こんにちわ」と挨拶するんで
す。 

一瞬向こうはなんだ？という顔をしますけど、繰り返していけば徐々に
仲良くなる事が出来ます。 
日本に限らず海外でもどこへ行っても同じですね。 
地元の人とのコミュニケーションを上手に取っていく事が大事です。 

定住産業にまで発展していない 

付加価値の時代 



野山にある、タダの葉っぱが、都会の高級料理店でツマモノとして使われる。それを
情報ネットワークで結んでビジネスにし、さらに高齢者や女性の「やりがい」につなげ
た町徳島県勝浦郡上勝町 

（2）葉っぱを付加価値にした町 
      参考/上勝町の場合 

 

ツマモノとは、葉類（紅葉、柿、南天等）や花類（梅・桜桃等）、笹葉で作る器や箸置き、ユ
キノシタや葉わさびなど食用の山野草、プリムラや金魚草などの食 用花、松葉や稲穂な

どで作った祝膳用の飾り物などのことで、同町ではツマモノを「彩（いろどり）」というブラン
ドで出荷している。 
 
出荷までのプロセスはこうだ。 
  市場から上勝町のJAに入った注文は、「彩ネットワークシステム」の同報ファクシミリ機
能を使って全生産農家に対し一斉に送信する。注文に応じられる生産 農家は電話でJAに

エントリーし、先着順で注文を取り付ける。エントリーをした農家は、必要なツマモノをケー
ス詰めし、生産者番号と商品番号のバーコード をつけ、その日のうちにJA上勝の選果場

に自分で持って行く。選果場ではスタッフが無線ハンディターミナルでそのバーコードを読
み取り、出荷情報として 「彩ネットワークシステム」上で管理・共有する。ツマモノは選果場

から専用トラック「彩号」と航空便で京阪神や首都圏の消費地市場に運ばれ、翌朝の競り
に かけられる。競りが終わると入札価格が「彩ネットワークシステム」に入り、各出荷者の
売上が確定する。 
      いろどり事業が町の自慢と自信に繋がった。高い収入を得る仕事のある上勝町にはU
ターン者やIターン者が多く、そのための町営住宅も完備されている。都会 で働いていた
息子がUターンしておばあちゃんのツマモノの仕事を継ぐというケースも、昨年度で4件発
生しているそうである。 

着想とIT組織力 

付加価値の時代 



（3）しかし、社会の枠組みが変わってしまった！ 

311福島原発爆発、高濃度放射能の時代 

北九州瓦礫焼却 

鹿児島 
最終処分地 
計画 

東日本が 
食品アウト 
米どころが 
信用崩壊 

四国・徳島・新野の 
ベクレル・フリー地域の希少性 

本物価値 
安全安心 
の時代へ 

本物価値の時代 

経済成長の幻想に基づいた 
付加価値の崩壊。 

九州も高リスク 

六ヶ所 



（3）安全なお米、安全な農産品！ 本物価値の時代 

安心のアピール 
➊田んぼで計測 
➋袋詰め時点で計測 
安心の計測写真を添付 

●首都圏人脈を活用したお米の予約集中販売。 
 
●新野町のご高齢農家と共同しての生産請け負い。 
 
●付加価値という幻影を売るのではなく、 
     食＝生命を支える本物価値をお届けする。 
 
●「本物価値の生産に携わるのだ」という意識。 



（3）お米予約販売の仲立ち！ 本物価値の時代 

農家(ＪＡ出荷額で卸) 移住者(PCで受注) 移住者(市場価格で販売) 

・利潤(卸価格と販売価格の差額) 
・経費(通信費) 
・運送費(消費者負担) 

・販売対象者のクチコミ拡大 
・町内協力農家の拡大とお米確保 
・移住者の副業確保(現金収入) 

首都圏在住者の安全ニーズと、新野農家の米づくりを、移住者がITで結ぶ 



（4）「自給自足村」へのシフト。 本物価値の時代 

●社会経済構造の転換期 

●2012年は社会構造の転換期となる可能性が高い 
・世界金融崩壊、・地震など大災害、・中国韓国ロシアとの戦争など 
 
●都市と地方、中央集権の政治、大量生産と大量消費という構造が 
急激に変化する可能性が高い 
 
●そうした中で移住生活を軌道に乗せ、新野町で終生を定住するには、 
農業手伝いを通して米生産に携わることであり、 
町民の交換経済を通して自給自足を完結していくこと 

究極的には、移住者と現地民が融合して「自給自足村」を形成していく 


